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第 1 回さぬき市健康増進計画策定委員会 会議要旨 

 

１ 開催日時  平成 25年 7月 4 日（木）14 時 00 分～15時 50 分 

 

２ 開催場所  さぬき市役所長尾支所 2階 201・202 会議室 

 

３ 出 席 者  【委 員】久保委員 溝渕委員 服部委員 山田委員 吉原委員 

名和委員 金岡委員 岩崎委員 山下委員 米澤委員 

大井委員 真鍋委員 十河委員 宮本委員 富田委員 

山下委員 和田委員（欠席 2 名） 

【事務局】健康福祉部国保・健康課 課長外 3 名 

【コンサルタント】2 名 

【傍 聴】0 名 

 

４ 会議次第  1 開会 

2 委嘱状交付 

3 市長あいさつ 

4 委員長・副委員長の選任 

5 議題 

（1）健康増進計画の策定について 

（2）アンケート調査について 

（3）今後のスケジュールについて 

（4）その他 

6 閉会 

 

５ 配布資料  第 1 回さぬき市健康増進計画策定委員会資料 

さぬき市健康づくりについてのアンケート調査（5 歳児の保護者用）（案） 

さぬき市健康づくりについてのアンケート調査（小学生用）（案） 

さぬき市健康づくりについてのアンケート調査（中学生用）（案） 

さぬき市健康づくりについてのアンケート調査（18 歳以上）（案） 

さぬき市健康増進計画策定委員会設置要項 

 

６ 会議内容 

発言者 意見概要 

 

 

事務局 

＜ 開 会 ＞14 時 00 分 

 

失礼をいたします。定刻の時間には少し早いんですけれども、本日 2 時出席
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事務局 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の皆様方全員お揃いでございますので、ただいまから第 1 回のさぬき市健康

増進計画策定委員会を開会いたしたいと存じます。皆様方には大変ご多忙の

ところ、ご出席を賜りまして誠にありがとうございます。また、本策定委員

を快くお引き受けいただきましたことに厚く御礼を申し上げます。それでは、

次第のほうに沿いまして進めさせていただきます。2 の委嘱状の交付をさせ

ていただきます。市長から委嘱状をお渡しいたしますので、委員の皆様の自

席のほうでお待ちいただきますようにお願いいたします。 

 

 ●各委員に委嘱状を交付 

 

ありがとうございました。委員の皆様は、今期健康増進計画策定委員会につ

きまして、どうぞ今後ともご協議のほどよろしくお願いを申し上げます。そ

れではここで市長からごあいさつを申し上げたいと存じます。よろしくお願

いします。 

 

本日は新しいさぬき市の健康増進計画を策定するための本年度は第 1 回目の

策定委員会を開催いたしましたところ、先ほど委員の皆さん方には委嘱状ま

た任命証をお渡しをいたしました。司会のほうからは快く言っていただいた

というふうに申し上げたわけですけれども、お忙しい中、必ずしも快くでは

ない方もおいでかもわかりませんけれども、この計画自体が今既に平成 16

年につくった第 1 期目の「さぬき・すこやかプラン 21」というものに引き続

く第 2 次の計画ということでございます。その名の通り、人間がこれから生

活をしていくうえに、健やかに生きるという健康を増進しながら生きるとい

うことは、いつの時代にも必要なことでありますし、一言で言えば簡単なよ

うでございますけれども心身とも健康で長生きをするというのは非常に難し

いことだなというふうに思います。そういった意味では行政だけでそういっ

た計画をつくって、そして市民の皆さんに健康な生活を送ってもらう、健康

を増進してもらうというのはなかなか難しいということもございまして、市

民の皆さんにはご自分でできるいわゆる自助についてはできるだけ自分でや

っていただくと。そして行政も責任を放棄することなく、行政がやるべきこ

とはお金が厳しい中でも、特にさぬき市は厳しいわけですけれどもその中で

もやると。そして行政のそういった公助とそれから市民の皆さんの自助で、

やはり隙間ができる部分については共助ということで共に手を差し伸べなが

らその生活を豊かにしていく。それも単なる体だけの健康ではなくて心も健

康で、そして寿命というものを全うしてもらう。天寿を全うして本当に亡く

なる瞬間まで自分の尊厳、人間としての尊厳を生かしながら生活をしてもら

う。そのための計画ということでございますので、非常にお手間を取らすと
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

いうことになろうかと思いますけれども、ぜひともそれぞれのご専門の分野

の知識なり、またいろんなご経験をこの計画の中に反映させていただければ

ありがたいなというふうに思っています。くしくも今日は 7 月 4 日というこ

とで参議院議員選挙の公示日ということで、日本もこれから新しい政治また

新しい経済の中に入っていくわけであります。いかなる政治経済のもとでも、

やはり人間の幸せというのは健康で生きるということはどんな世代でもどん

な時代でも必要ではないかというふうに思っています。そういった意味では

今日の 7 月 4 日公示日にあわせたわけではないでしょうけど、新たなさぬき

市の計画をつくるにはなにか運命的な日ではないかなと勝手に思っている次

第でございます。繰り返しになりますけれども委員の皆さん方には本当にお

忙しい中、貴重な時間をとっていただいて議論に参加をしていただくわけで

ございますけれども、これまでの 10年の計画の総括をしながら改めるべきと

ころは改め、また継続すべきところは継続し、そして新しい計画に集約をす

るということを事務局共々、一生懸命取り組ませていただきたいというふう

に思っておりますので委員の皆さん方におかれましては、これまでと同じよ

うにこれまで以上にご理解とご協力を心からお願い申し上げまして今日の第

1 回の策定委員会におきます私のほうからのお礼を兼ねたごあいさつとさせ

ていただきたいと思います。今回の策定委員会どうぞよろしくお願いします。

ありがとうございました。 

 

●市長退席 

 

 ●委員自己紹介 

 

尚、本日は 2 名の委員様について欠席ということのご連絡をいただいており

ます。委員の皆様方には先にアンケート案等の資料を送付させていただいて

おりますけれども、本日お持ちでない方がいらっしゃいましたら挙手をお願

いします。皆様お持ちいただいてますでしょうか。それでは本日の会議はさ

ぬき市健康増進計画策定委員会設置要項、第 5 条第 2 項によりまして委員の

半数以上の出席によりまして会議を開くことができますことをまずご報告を

させていただきます。続きまして次第第 4、委員長より副委員長の選任につ

いてお計りをしたいと思います。要綱の第 3 条第 1 項及び第 2 項に委員の互

選により委員長、副委員長を置くこととなっておりますので、委員の皆さま

よりご意見を賜りたいと思います。いかがでしょうか。 

 

事務局案は。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

ありがとうございます。事務局案という意見をいただきました。ほかには？

よろしいでしょうか。ありがとうございます。それではほかにもご意見がな

いようでございますので事務局のほうから案のほうを申し上げたいと思いま

す。それでは委員長には、この策定委員の 1 次の策定委員会でもお世話にな

りました香川大学教授の真鍋芳樹委員様にお願いしたいと思います。また副

委員長には本日お見えではございませんが、香川県東讃保健福祉事務所の次

長久保訓子委員様にお願いしたいと存じます。ご承認いただけますなら拍手

をもってお願いいたします。 

 

●拍手 

 

皆様ありがとうございました。それでは委員長に選ばれました真鍋委員様に

議長席にお移りいただきまして、ひとことごあいさつをいただきたいと存じ

ます。 

 

香川大学の真鍋でございます。今委員長に選出していただきましてどうもあ

りがとうございます。先ほど市長ならびに中村課長からもお話ありましたよ

うに、第 1 次のこの健康増進計画、平成 16年の 3月、年度としましては平成

15 年度にできたものです。皆様のお手元にはダイジェスト版といいましょう

か簡易版がございまして、当時、少々分厚めのものを策定いたしました。こ

のときにこの策定委員会の委員長を仰せ付かって策定しました。10 年経って

第 2 期の健康増進計画を立てるにあたりまたご縁がありましてお呼びいただ

きました。なにぶんにも力不足な点が多々あると思いますけれども委員の皆

様のお力を拝借しながら議事を進行をさせていただきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。それでは、以後の議事の進行につきましては設置

要綱第 5 条第 3項によりまして、委員長にお願いしたいと思います。 

 

それでは、ただいまから議事に移らさせていただこうと思いますけれども、

議題に入ります前に会議の公開について事務局より説明をお願いします。 

 

本日の会議の公開については附属機関等の委員の構成及び会議の公開に関す

る指針に基づきまして、原則として公開するため市のホームページ上で会議

予定を掲載し傍聴者 10名までを許可することにしております。また会議の結

果についても事務局において会議用紙を作成しホームページ上で公開する予

定としておりますことをご報告申し上げます。 
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ありがとうございました。ただいま事務局から説明がありましたけれども、

さぬき市健康増進計画策定委員会の会議につきまして公開することに決して

よろしいでしょうか。ありがとうございます。それでは公開といたします。

傍聴者がおられましたら入室いただきます。本日は傍聴者いらっしゃらない

ということでございます。なお、今後の会議につきましても指針の基準によ

り公開といたしますので、ご了承お願いいたします。それでは議題に入りま

す。お手元の次第によりますようにその他も含めて全部で 4 つの議題があり

ます。まず議題その 1 の健康増進計画の策定について事務局に説明をお願い

いたします。 

 

それでは、お手元の第 1 回さぬき市健康増進計画策定委員会資料に沿ってご

説明させていただきます。まず 1 計画策定の背景についてですが、よくご存

知の方も多いと存じますので簡単に振り返りたいと思います。わが国におい

ては健康増進にかかる取り組みとして国民健康づくり対策が昭和 53 年から

展開されてきました。近年の生活環境の著しい変化や急速な高齢化に伴って、

がんなどの生活習慣病が増加しており、その結果、介護や医療にかかる費用

が増えている状態にあります。そのため国は第 3 次国民健康づくり対策とし

て壮年期死亡の減少や健康寿命の延伸、及び生活の質の向上を実現するため、

健康づくりや疾病予防を積極的に推進する必要があり、平成 12 年に厚生省が

制定しました。21世紀における国民健康づくり運動「健康日本 21」を具体化

する法律として健康増進法が平成 14 年 8 月に交付され、平成 15 年 5 月から

施行されています。2、（1）健康増進法の目的は抜粋の第一条にありますよう

に、高齢化社会に対応した国民の健康増進策の基本を定め国民保健の向上を

図ることを目的としています。続きまして 2 ページをご覧ください。（2）国

民の責務として第二条で国民は生活習慣の重要性を理解して生涯に渡って健

康増進に務めなければならないとされており、健康づくりに努めることは国

民の義務であることが掲げられています。また（3）国・地方公共団体の責務

として第三条では国や自治体は知識普及支援に努めなければならないとうた

われています。3 ページをご覧ください。国が進めてきた健康増進について

平成 12 年に制定しました健康日本 21 では、生活習慣病予防のために 9分野、

栄養、運動、休養、アルコール、歯、たばこ、がん、循環器病、糖尿病に関

する具体的な指標や数値目標を設定して健康増進に 12 年間努めてまいりま

した。そして平成 24年度には年々変化する国民の生活環境や疾病構造を踏ま

え、全ての国民が共に支え合い健やかで心豊かに生活できる活力ある社会の

実現を目指し、平成 25 年度から平成 34 年度までの「二十一世紀における第

二次国民健康づくり運動（健康日本 21（第 2 次））として今後の国民の健康
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の促進の総合的な推進を図るための基本的な方向性を設定しました。健康の

増進に関する基本的な方向は四角で囲んでいる 5 項目になります。次に 4 ペ

ージの図をご覧ください。お手元にダイジェスト版をお配りしていますが、

さぬき市ではさぬき・すこやかプラン 21 を平成 16 年 3 月に、健康増進計画

と母子保健計画を一体として作成し健康づくりを推進してまいりましたが、

今年度は計画の最終年度となっております。今回ご審議いただく平成 26 年度

から 10 年間の計画は、さぬき市すこやかプラン 21 第 2 次といたしまして、

健康増進計画のみの健康計画を考えております。また健康増進計画は住民全

てが対象となる計画ですので、関連する国や県の他の計画とも整合及び連携

を図った計画としていきたいと考えています。次に 5 ページから 11ページま

でに、さぬき市の現状を少し簡単にお示ししています。人口については 5 ペ

ージ、6 ページをご覧ください。総人口については減少傾向で出生率も低く

なっており少子高齢の傾向は益々進行することが予想されます。7 ページに

まいりまして、国保の一人当たりの医療費につきまして年々増加を続けてお

り県平均を上回っております。8 ページの国保の平成 23年度の主要疾病別医

療費では、新生物、精神及び行動の障害、高血圧、歯の疾患が多くなってい

ます。それを裏付けるように新生物の年間医療費は 22 年度から増加傾向にあ

ります。次に 10 ページのほうに移りたいと思います。国保の特定健康診査に

ついては、平成 23 年度において受診勧奨を重点的におこなったことで受診率

が向上しましたが、国が設定した 65％には及んでいません。特定保健指導実

施率につきましても平成 23 年度は受診者が増加したことにより対象者が増

加となり実施率は前年度より低下しました。実施率についても国が設定した

45％には及んでいませんが、例年県平均よりは高い実施率となっております。

11 ページのがん検診についてですが、受診率がほぼ横ばいであり 23 年度で

国、県の受診率に届いていないのは子宮がん検診のみとなっております。次

に 12 ページのほうをご覧ください。5、計画策定の考え方としては、現在の

計画と同様に①自分の健康のために何ができるか。②家族や地域でどのよう

なことに取り組めるか。③市役所はどのような支援が必要か。の自助、共助、

公助の考えのもとに 1 人ひとりの健康づくりを社会全体で支えるというヘル

スプロモーションという考え方で推進していきたいと考えています。計画策

定方法としては 13ページをご覧ください。まず実態把握としてアンケート調

査、既存の統計資料、検診の結果や疾病統計を用いた現状等の整理をおこな

い課題の抽出や分析をおこなっていきます。その後、関係団体や庁舎内のヒ

アリングをおこない策定委員会で現状や課題を踏まえた今後の方向性の検討

や目標の設定をおこないたいと考えています。簡単ですが、以上が計画策定

にあたっての説明であります。 
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はい、ありがとうございました。ただいま説明がありましたさぬき市健康増

進計画について何かご意見、あるいはご質問等ございませんでしょうか。よ

ろしいでしょうか。それでは、また後ほどもしご意見がありましたらそちら

のほうへお願いしたいと思います。では続きまして議題のその 2、アンケー

ト調査について。これも事務局から説明をお願いします。 

 

アンケート調査の代表者はアンケートの見本を委員さんにはお送りさせても

らっている通り、5 歳児の保護者の方約 360 名。小学 5 年生を対象に約 440

名。中学 3 年生を対象に約 460 名。18 歳以上の市民の方で 3600 名を予定し

ております。方法は市内の保育所、幼稚園、小中学校を通じてアンケートの

配布回収をお願いする予定です。時期は夏休みまでに配布して記入をお願い

したいと考えております。18 歳以上の市民の方には 7 月 20 日頃、郵送にて

依頼をして 8月 10 日頃までに回収をしたいと考えております。アンケートの

項目については 18 歳以上のアンケート項目は 51 問あります。5 歳児の保護

者用は 24 問。小学 5 年生用は 28 問。中学 3 年生用は地域福祉計画に関する

項目を盛り込んでおりまして 32 問となっております。国の健康日本 21 第 2

次におきまして先ほどご説明しました資料 3 ページの 5 つの基本方向に対し

て国が 53項目に渡る具体的な目標を設定しております。また、香川県の健や

か香川 21 ヘルスプラン第 2 次においても県は 51 項目の具体的な目標を設定

しておりますので、整合性を図る意味で基本的な方向に配慮した全アンケー

トでは 30項目の質問をさぬき市では設定いたしました。なおかつ市独自の項

目として11項目とJMCさんからの提案の項目と回答者の属性の部分であわせ

ますと 18歳以上のアンケート項目が 51問となっております。以上です。 

 

はい、ありがとうございました。今アンケート調査の概要についてご説明い

ただいたんですけれども、皆さんのお手元には事前に今事務局から言いまし

たように 5歳児の保護者、小学生、中学生、18 歳以上というとこで大きくは

4 つのアンケート用紙がお手元にあると思います。今言いましたように事前

にご覧いただいていたと思いますので、これについていろいろとご意見等あ

るいはご質問があればいただければと思うのですけれども、このアンケート

調査が先ほどもあった健康増進計画にかなり盛り込まれる部分だというふう

に思っております。したがいまして本日このアンケート調査の項目について

十分なご意見をいただいて、ほぼ完成に近付いたものにしていきたいという

ふうに考えております。つきましては 5 歳児から 18歳以上 4 つあるんですけ

れども、ご覧になっておわかりのように各世代で共通の質問項目もあれば、

世代に合ったような項目もございます。そういうこともありまして、まずは

5 歳児の保護者が記入するアンケートの調査用紙について項目、なんかこれ
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事務局 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

コンサルタント 

 

 

 

はおかしいんじゃないかとか、これもう少し入れたほうがいいんではないか

とか、そういうふうなご意見をいただければと思います。まずは 5 歳児の保

護者用について何かご意見、あるいはご質問等ございませんでしょうか。は

い、どうぞ。 

 

5 歳児特定ではないんですけれども、今言われたものアンケートの件数です

けど、抽出率というか実質的なものと、もう 1 件は相対的なもの、地区の関

係ですが、志度と志度東のなんか特定の意味合いはあるんですか。 

 

地区を志度と志度東にわけている理由ということは、国保・健康課でそうい

う地区割りでアンケートの結果を比較検討してみたいというところで、志度

全部というのではちょっと今までの手持ちの統計分析をしているときも、志

度と志度東は別に統計をとっていましたので、手持ちの統計と比べるために

そういうふうな地域別の把握をするために比較をするために分けてみまし

た。 

 

志度と志度東は天野峠からわけているんですか。 

 

志度東は、小田、鴨部、鴨庄を志度東としております。 

 

大きくは中学校区を基本に考えております。 

 

あと抽出率はどういうふうですか。 

 

3600とかっていう数ですか。これもJMCさんのほうから数を出してもらって、

このぐらいアンケートを対象に送っていれば有効な統計が結果が出るのでは

ないかという推定のもとにこの人数にいたしました。 

 

そうすると先ほどのご質問は、例えば 5 歳児の保護者用が 360 名ということ

なんですけれども、これは数が先にある？360 という数字が先にあって、例

えば 5 歳児の保護者用の 360 名の抽出率と 18 歳以上の 3600 人の抽出率とい

うのは違うわけですか。 

 

すみません、ちょっと今手元にその当時の資料を持ってきていないので詳細

の数を今お答えすることが難しいんですけれども、当初この件数のほうをご

提案させていただいたときに、今回さぬき市さんのアンケートを実施するに

あたって人口に対してどのぐらいの人数の方に調査をおこなった場合、回収
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率が例えば何割ぐらいを見込むことができたら有効回答とできるかというこ

とで推計のほうをさせていただきまして件数を出させていただいたというこ

とがありますので、先に件数のほうがたっているというのはあります、実際。 

 

たぶん吉原委員さんの仰るのは、5歳児の保護者の抽出率と 18 歳以上の抽出

率が違うのではないかと。あるいは中学生とかあるいは小学生の数の抽出率

が違うのではないんでしょうかというご質問ですね。その場合、そういう例

えば各世代で抽出率が違うというのがいいのかというそういうご質問だろう

というふうに思っております。多分委員長の私が言うのもなんなんですけど、

先ほど言いましたように統計的なもので回収率とかいろんなことを考えて、

それで人数があって多分 4 つの世代の抽出率を同じにすると、あるところは

とっても多くなってあるところは少なくなるとか、その反対が発生するとか

いうふうに…例えば 18歳人口以上を何％にすると、その割合で 5 歳の保護者

を選ぶとものすごい数が少なくなって、そうなると回収率とかあるいは集計

での信頼性というのがなくなるのではないだろうかとか、ついては各世代の

抽出率が違っても比較的信頼がおけるような数字が出てくる人数というもの

を確保したのだろうというふうに推測いたしております。多分こんなんでと

いうのも変なんですけど、多分そうでしょうね。はい、ほかにはご意見等ご

ざいますでしょうか。まずは 5歳児ということで。はい、どうぞ。 

 

大したことじゃないんで言うべきかどうか迷いながらですけれども、例えば

この鑑のところには、記入に際してのお願いというところに 5 歳児のお子さ

んについてお答えくださいとあります。ところがずっとめくっていきますと

5 ページのところにいきます。するとお酒・たばこについてとあります。も

ちろんこれは保護者のお母さんであったりそれ以外の家族についての質問で

す。またお子さんの歯の健康についてっていうのでお子さんに戻り、そして

また 6 ページには地域とのつながりについて。これもあなたは、となってい

るのでこれを記入する保護者のどなたかのことだと思うんです。この順番に

ついて例えば保護者についてだったら保護者についてのところで、例えばお

酒・たばこについてと地域とのつながりについての順番を、子どもは子ども

で一度にいって、そのあとお酒とたばこについてとお子さんの歯の健康につ

いては、絶対お酒・たばこが先にないといけないという項目でもないと思い

ますので、そのところにもちろん子どもにお酒・たばこについてという質問

があるとは思えないんですけれども、鑑のところに 5 歳児のお子さんについ

てと断りがあるところから、ここのところはご記入の保護者の方にとかって

いうちょっと断りを入れて、その順番を変えたほうがいいかなと、アンケー

トの集計の際もそのほうが便利じゃないかなと思います。それとあわせて 6
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委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

ページの地域とのつながりについてというところにもう 1 つ、それはもうこ

のどれかに入るだろって言われるかもしれませんけれども、さぬき市でいろ

いろとおこなわれている子育て支援サークルというのがあります。そういう

サークルは趣味のサークルでもないですしボランティア活動でもないです

し、かといって地区事業行事にも入らないかなと思うんです。でも、この子

育て支援サークルの中でお子さんをお持ちの保護者の方がいわゆる地域との

つながりをかなり持っていらっしゃるというふうに考えますので、その項目

を入れるのはいかがでしょうかということです。以上です。 

 

はい、ありがとうございます。いかがでしょうか。 

 

ご意見ありがとうございます。今仰られた通りだと思いますので、ちょっと

また本日のご意見等いただきましたものを整理させていただいて協議させて

いただきます。それから先ほどのイベント関係のところについてです。それ

もごもっともなご意見だと思いますけど、ちょっとほかの一般のアンケート

等との整合性もありますのでもう一度協議させていただきます。 

 

ほかはいかがでしょうか。はい、どうぞ。 

 

まず表紙のところからです。一番最後のところ、書き終わったら保育所・幼

稚園に提出とありますけども、これ市外の保育園・幼稚園に通われている方

はどういうふうに回収されるのでしょうか。それとあともう 1 点、5 ページ

の問 21 のお子さんは歯を磨きますかというのは、これは自分で磨くか磨かな

いかということだと思うんですけど、保護者の方の仕上げ磨きもおこなって

いるかどうかという項目も入れていただけたらと思います。 

 

はい、ありがとうございます。市外に行っている保育所・幼稚園の方を対象

にするかというご質問だと思うんですけれども、一応市内の保育所・幼稚園

に通っているということを考えております。 

 

無作為に選んでいるというわけではないっていうことですか。 

 

無作為で選ぶのは 18 歳以上の方で、幼稚園・保育所、小学校、中学校は市内

のそういう施設、小中学校とか保育所・幼稚園に通っている方を対象にした

いと考えております。また歯の項目について仕上げ磨きという項目を追加し

てはどうかというご意見につきまして、幼児の時期にはこれも必要なことだ

なと思いました。また検討させていただいて反映させていただきたいと思い
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委員 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

ます。ありがとうございました。 

 

非常に細かいことなんですけど、これだけは封筒に入れてという言葉がない

んですけど。 

 

ありがとうございました。はい、抜けております。ご指摘ありがとうござい

ました。 

 

はい、ありがとうございます。ほかにはいかがでしょうか。5 歳児というこ

とで子育てボランティアをされている山田委員さんいかがでしょうか。何か

ご意見とか。特にはございませんか。 

 

はい。 

 

はい、ありがとうございます。さらに 5 歳児ということなので、保育所にも

通っているだろうと思いますので大井委員さんいかがでしょうか。 

 

ずっと読んでみたらさっき言われたことになるんですけれども、地域とのつ

ながりについてがバッと出てきたんですけど、これはちょっとどういう関係

性でこれが出てきたのかなと思いました。あとはいいと思います。 

 

今のご質問に対していかがでしょうか。 

 

先ほどのご質問の地域との関わり合いについての設問はということですけれ

ども、これは成人も中学生も 5 歳児の保護者の方にも共通の設問でありまし

て、国の健康を支え守るための社会環境の整備という項目で必要なのかなと

思って私たちはめております。以上です。 

 

はい、ありがとうございます。これもまた委員長から言うのも変なのかもし

れませんけど、国が示していますいろいろな指針の中で、例えば喫煙率をど

うしましょうとか飲酒率をどうしましょうというような、そういった数値目

標もあるんですけど、ヘルスプロモーションで最も大切なところは、やっぱ

り地域の人とみんなで一生懸命一緒にやって取り組んでいこうね、というの

が大きな目標といいましょうかたてりにもなっているだろうと思います。そ

ういう中で地域とのイベントとか活動の参加状況、あるいは参加への意思で

あるとかそういったことを調査していれば、のちのちの対策につながるとい

うようなことで入れていいのではないかなというふうに思っております。た
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ぶんそうですよね。 

 

そうですね。 

 

ほかはいかがでしょうか。はい、どうぞ。 

 

歯周病というのは、これは虫歯とか、そんなのは歯周病というものは大人の

病気とかっていうふうに思うですけど、この中の歯がなくなる原因とかって

私問題自体の意味がわからないんですけど私だけでしょうか。 

 

まず 23 番というのは親に対しての質問なのか子どもに対しての質問か。21

番ではお子さんの健康についての流れできましたけど、そのあと先ほどあり

ましたけど、質問項目のところ親とお子さんの分けて結局はわかりやすい…

あと年代のところにも歯周病に関する同じような質問載っていますけど、も

うちょっと… 

 

すみません。この項目についても親御さんに答えていただく項目として市独

自の項目ではめております。なので、あなたはというような文言を先に書く

ほうが子どもさんのことについて聞いているのではないよというのがよくわ

かるかなと思って、設問をもう少しわかりやすいように変えたいと思います。

ありがとうございました。 

 

この中のさっきの 5 番の歯がなくなる原因はというのは、この歯周病と関連

があるのはなんだと思いますかという質問になるのか答えになるんじゃない

ですかというふうなご質問だと思うんですよ。 

 

多分ですね、この選択肢の 5 番のことは、原因というフレーズが入っている

ので、喪失っていうととっても難しい表現になるので、歯を失うとか歯がな

くなるとかそういうような表現であればまた丸がつくかもしれないんですけ

ど、これ要はほかの原因っていえば原因になってしまうので、ある意味余分

なものがついているというような雰囲気があるのではないかなと思います。 

 

先ほど委員長さんの言われた通りだと思います。歯がなくなる原因といいま

したら歯周病だけでもなくて虫歯とかでも最悪抜かなきゃいけないことあり

ますので、歯がなくなるというとこで止めていたたくとかそういう言葉をち

ょっと変えていただけたらと思います。あと歯科検診というのは逆に歯科検

診をしているから歯周病になるのかならないのかというような、ならないた
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めにだったらわかるんですけど、それをどういうふうに捉えられるかという

ちょっと言葉的なものが気になりました。 

 

ここはまたあとで十分に検討が必要な質問項目ではないかなというふうに思

っております。今いただいた件も含みましてまたご検討いただければと思い

ます。はい、5 歳児の保護者用についての質問アンケート調査についてほか

に何かございますでしょうか。またもし後ほどありましたらご意見をいただ

ければと思います。では続きまして小学生用のアンケートの調査票につきま

して、何かご意見等がありましたらよろしくお願いいたします。はい、どう

ぞ。 

 

失礼します。前回の策定のときにも同じようなアンケートをされたのかどう

かということと、前回の策定委員会でのアンケートがされたのかどうか、項

目についても同じなのか変わった部分があるのかということを教えていただ

けますか。 

 

すみません、ちょっと資料を持っていないのであとでまたお答えさせていた

だきます。 

 

多分第一次の計画の委員長も拝命しておりましたことからいきますと、たぶ

ん第一次のときにはこのような大規模な調査はしていないと思います。もう

少し調査をしたとしても簡易版であったり、あるいは従来さぬき市 5 町あっ

たんですけども、その町で集計できるようなデータを使ってまとめたのでは

なかったかなというふうに思っております。 

 

追加して発言しますと、健康増進事業だけに特化したアンケートではなかっ

たように、地域福祉計画と一緒に取らせてもらったように記憶しております。 

 

ということから、今回の質問項目全てが過去にも調査したものではないとい

うことになります。 

 

わかりました。今それを質問させていただいたのは、この中には項目を小学

校も中学校も 10 題ぐらいあるんですが、食に関すること、それから生活習慣、

運動習慣、たばこ・お酒、ストレス、歯の健康ということで項目別に分けて

内容は素晴らしいなと思います。ただ項目としましては、やはりたばこの件、

お酒の件につきましてはどうなのかなということも考えます。それから経年

比較を前回とするのであれば同じアンケート内容になるのかなという気がし
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ますが、ないのであればここの内容については少し協議をする必要があるの

かなと。項目等につきましてもやはり小中の全在児が対象であれば市の教育

委員会との協議が必要かなというふうに私は思います。以上です。細かい点

がちょっとあるんですけどもよろしいでしょうか。例えば小学校の場合にお

きますと、身長体重につきましては 5 年生多分分からないと思います。調べ

なければいけないと思います。ここはちょっと書けないのかなと。肥満係数

等を調べるのであればほかの東讃保健福祉事務所さんのほうの統計を使った

らとかいうこともできるのかなという気がします。それから食事という項目

がございますが、食事は昼食なのか夕食なのかという限定がされていないの

でどこで答えていいのかなというふうに思うのかなと。問 9 等。それから生

活習慣につきましては、子どもたち多分、6 時頃まで、6 時半頃ってなるとと

てもわかりにくいんですよね。ですから中学校も同じなんですが例えば 6 時

までとか、それから 6 時から 6 時半という具体的な数字であれば子どもたち

は答えられやすいのかなっていう気がいたしております。そのほうが明確に

わかるかなと思います。それからストレスというのはちょっと言葉が 5 年生

には難しいのではないのかなと。やっぱりもやもやすることとか嫌なこと、

とても気になることっていう言葉。担任のほうで補助はできると思うんです

が具体的な言葉のほうがいいのかなという気がしました。それから歯のほう

ではこれは小学校のほうではないんですかね。中学校のほうでしたか、フッ

素洗口につきましてはさぬき市内の小中学校全校で実施しておりますので、

家庭でフッ素入りの歯磨きを使っているかどうかという質問がいいと思いま

す。中学校のほうを言って申し訳ないんですけど小学校のほうにはないんで

すけど中学校のほうにそれらの項目がありましたので、小中はしていますの

で、フッ素のほうを、いらないです。あれこれ小中にまたがって申し訳ない。 

 

先ほど委員さんがおっしゃった小学生用のたばこ・お酒については、前の調

査でこのものの把握をしていないのであるならば今回の調査からはこれをの

けたほうがいいのではないかというそういうご意見と受け取ってよろしいで

すか。 

 

のけるかどうかにつきましては、私本人としてはたばこ吸うとか酒を飲むと

いうことは反対でございます。特に中学校の場合にも小学校でもたばこにつ

いては吸っているか吸っていないか無記名ですのでわかりませんけども、犯

罪を聞いているのはどうかなと。たばこを吸うのをどう思いますかとか、吸

っているのを見てどう思いますかとかいう質問のほうがいいのかなというご

意見も中学校のほうからいただきました。その辺りも教育委員会等の協議が

あるほうがいいのかなと。 
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喫煙と飲酒の分につきましては国のほうの目標とかでもアンケート項目とし

て必須ということで表記されている部分ではないんですけれども、今ちょっ

と健康の問題として喫煙・飲酒に関わる生活習慣病の部分というのが成人以

降は非常に問題になっているということで、かつ国のほうが問題視をしてい

るのは喫煙であったり飲酒であったりという初回経験する年齢の低年齢化と

いうところをちょっと問題意識として定義をしているところで、未成年の喫

煙率、飲酒率の低下ということを目標に掲げている関係もありまして、現在

の経験ということで設問のほうは今入れさせていただいている状態ではあり

ます。実際、他市町さんで教育委員会さんなんかと協議をした結果、その喫

煙・飲酒の部分について設問のほうを省くというふうに選択をされるところ

というのも出てきてはいますが、国との比較という意味で設問項目としては

置いておいたほうがいいんではないかなというのが意見として出させていた

だきます。 

 

ただ先生が仰った通り、設問の仕方ですね、書き方っていうところについて

は仰るところは重々わかりますので、また教育委員会のほうにご協議をさせ

ていただこうかと思っております。よろしいでしょうか。 

 

それはぜひ良いと思いますのでよろしくお願いします。ほかに小学校のこと

について何かご意見等ございませんでしょうか。はい、どうぞ。 

 

7 ページの中ちょっと下のほうにストレスについてと先ほど仰られましたけ

れども、アンケート中に担任の先生からの説明があれば書けるだろうという

ことですけど、アンケート途中で生徒もいわゆる早い遅いがありまして途中

での説明っていうのは難しいかなと思います。そこでストレスについてのと

ころは例えば小学校 5 年生にわかりやすいストレスの先ほどもちょっともや

もやするとかイライラするとか腹が立つとか怒りたくなるとかいろいろな言

葉が出てくるかとも思いますけれども、そういう言葉の説明をどこかにちょ

っとしていただけていたら子どもたちはそれについて答え、はい・いいえが

書けるのではないかと思います。それからその下の問 25ストレスを感じたと

きに自分なりに解消する方法はありますかっていうような、これは小学校 5

年生には非常に難しいかなと私は思うんですけれどもいかがでしょうか。そ

れから 8 ページのところの一番上の、あなたは日ごろ笑っていますかってい

うこの日ごろ笑っていますか、どのように子どもたちは受け取るかなと思っ

たとき、もう少し期間を限定して例えば、あなたは最近笑いましたかとかも

うちょっと広げて、ここ 1 カ月ほどとかっていうふうにするのとどう違うか
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な。日ごろ笑っていますか、ちょっと私はこれを読んだときにひっかかって

います。以上です。 

 

ストレスの項目についてご指摘の通り、私もこれを実際に持っている子ども

に書かせてみたときに半分ぐらい「ん？」っていう子がいたので、難しい表

記だなと。これをやっぱり注釈をつけるとか言葉の説明っていうのが必要か

なと思っていたところなので、これについてはまた検討させていただきます。

26 問の日ごろから笑っていますかっていう文言も、最初は心から笑っていま

すかという項目だったんですけど、それもやっぱり小学校 5 年生には少しわ

かりづらく書きにくかったという項目で、課の中でいろいろ考えて日ごろか

ら笑っていますかという表記にしましたけれども、ご指摘通りもう少し検討

が必要なのかなというところで今思っていますので、また検討させていただ

きたいと思います。ありがとうございました。 

 

はい、どうぞ。 

 

質問のところですが、あなたが食べ物を選ぶときの基準を書いているんです

が、3番目に体に良いもの、4番目にカロリーの低いものというふうにして、

5 年生ではわかりにくいかなと。カロリーがこれが低いとか、これが体にい

いかわかるのかなと思うんです。 

 

ご指摘いただいたらやっぱりそうだなと思いますので、すみません。またこ

れも検討させていただきたいと思います。 

 

この小学生の用紙は学校で書くというふうに皆さん捉えたと思うんですけ

ど、実際はどこで書くんですか。最後のところに学校へ提出してくださいと

ありますので学校で書くのであれば担任に渡してくださいということで済む

と思うんですけども。 

 

学校で書いていただけたらありがたいとこちらは想定しております。また教

育委員会とも話をつめてここら辺の表記を考えたいと思います。ありがとう

ございます。 

 

また他のことなんだけども、小学校、中学校もそうですけれども各検診あり

ますよね。内科、眼科、耳鼻科、歯科も含めて検診あると思います。受診を

勧められた子どもさんたちがどれだけ受診を勧められたあと受診しているか

という項目についても入れてはどうかと思いますけれども。 
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小学生、中学生ともにだと思うんですけど、学校のほうでそういう調査をし

ているかということもわかりませんので、これも教育委員会のほうに確認を

してそういうデータがあれば載せられるかなと思いますけども。 

 

あと先ほどのストレスのところですけども、ないことがいいんですけどもス

トレスを感じるときの分がいじめの対象であったりとか、そういう言葉的な

ものを入れてはどうかなと思いますけどもどうでしょう。 

 

はい、ありがとうございます。この件についても教育委員会と現状でどのぐ

らい把握とかっていうのを聞いてみまして検討したいと思います。ありがと

うございます。 

 

問 16 なんですが、これ中学校からなんですけど、テレビやインターネットを

見たり、携帯電話やゲームをしたりするのは 1 日にどれくらいですかという

項目でございますけども、テレビとインターネット、携帯電話、ゲームは別

にしたほうがいいのかなという気がするんですが。それと平日と休日ではか

なり大きな違いがあると思いますので、どちらを聞いているのかというのも

大事なのかなと思うんです。どうでしょうか。 

 

こちらの項目については確かに平日と休日の差っていうのは非常に大きいと

思いますので、項目を分けるなり時期について追究をするなりという方法で

考えさせていただきたいと思います。テレビ、インターネット、携帯電話の

ゲームという形でその種類を今回分けていない部分というのは、結局外遊び

をしなくなったかどうかというところで対比をさせていただきたいなという

ところで、家の中、自宅の中で作業をするものということで固めさせてもら

ったことがありますので、このことについてもちょっと検討のほうはさせて

いただこうと思います。 

 

ありがとうございます。ほかにはいかがでしょうか。とりあえず小学生用は

以上ということで、これまた、もしのちほどご意見等がありましたらお願い

いたします。続きまして中学生用なんですけれども、先ほど米澤委員さんか

らいただきましたように、6 ページのフッ素洗口については学校でおこなっ

ているということなので、質問文に家庭でというようなそういった学校では

ないところでということがわかるような質問項目にする、もしくは学校でし

ているならこの項目自体を除ける、そういったこともご検討いただければと

いうふうに思います。ほかの中学生用の質問項目で何かご意見がありました
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らお願いいたします。ここは先ほどの小学校のほうでいただいているご意見

と重なるところもありますので、小学校のほうでいただいたご意見はこちら

の中学校のほうでも検討するという大前提でご意見等いただければというふ

うに思います。中学生は先ほど小学生のほうでも検討したということで、そ

れほど大きなところはないでしょうか。 

 

1 点だけよろしいですか。小学校のときも気になったんですけど、朝食を食

べない理由はなんですかのところで、2 番目に用意されていない、作るのが

面倒とあるんですけど、この作るのが面倒というのは最初から作るというこ

と、それともあるものを準備して食卓に並べるだけでも作るというふうに捉

えるのか、その辺りをどの辺までを作ると捉えたらよろしいのでしょうか。 

 

作るというのも中学生なら中学生ができる範囲で学校で自分で朝食を食べて

きましょうというような取り組みをされているということを聞きましたの

で、親御さんがある程度準備するものを作る場合もあるし、自分で女の子み

たいな感じだったら自分で作れるものを工夫して作るというような意味合い

もあるのかなと思ってそういう表記にさせてもらっています。 

 

ほかはいかがでしょうか。では、また後ほどご意見がありましたらお願いす

るということにしまして、続きまして 18歳以上のアンケートの調査項目につ

いて何かご意見がありましたらお願いいたします。これ 18 歳以上ということ

なんですけれども上は74歳まででしたよね？80歳とか90歳の方はこれ答え

ないということで、皆さん方の頭の中にも 18 歳のある意味若者から 74 歳ぐ

らいの方までがこの項目に回答するということで検討していただければとい

うふうに思います。 

 

これは年齢は 18 から今委員長が言われたように 74 歳とかなり広いですけれ

ども、ある程度、子どもさんあるいは小学校 5 年、中学 3 年となっています

けど、ある程度バーっとなでてあるのか、大体このポイントぐらいで固めて

あるのかという何か抽出の方法は考えられるのでしょうか。 

 

年代別ということではなくて、無作為で抽出しようと思っておりました。 

 

全体のバランスがどうなるかは出てこなければわからない。 

 

はい、回答数によるかなと思います。 
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極端なことを言うと 20、30 代が偏るかもわからないし、60、70 代が偏るか

もわからない。 

 

基本的に年代が上がれば上がるほど、やはり回収率というのは非常に良くな

る傾向というのがあります。実際年齢を平均的にとった場合でも、どうして

も若年の回答というのは非常に落ち込んでしまうということがありまして、

アンケートをとった上で統計的に有効回答の件数ということで今回この件数

をしめさせていただいておりますので、そのため年代を指定することなくほ

ぼ無作為抽出という形で対象者をとらせていただいたほうがいいのではない

かということでご提案のほうはさせていただきました。 

 

ただ、これからの 10年とか 20年を考えたときに 70 歳代の人のデータで次考

えるのと 40 歳代の人のデータで次考えるというと、違うように思うので何か

ある程度そのこれから 10 年を考えるのに役立つような年齢が得られたほう

が、せっかくアンケートをとるなら有効かなと。どういう人をとったらいい

かちょっと今わからないですけど。 

 

その点についてはちょっとまた持ち帰らせていただいて、対象の分とか踏ま

え検討のほうをさせていただくようにします。 

 

小学校、中学校、5歳児刻みにやっているところなんですけど、今度 18 歳以

上になるとあまり差がないところもあるんですけども、質問項目からしまし

たらやっぱり飲酒とか喫煙の項目があるんで、20歳以上については問題がな

く書けるかなというところもありますけど、やっぱり低年齢化のところも踏

まえて調査したいというところでしょうか。 

 

今回、当初予定をしていた分というのが 20 歳から 74 歳ということで対象に

させていただいていたんですけれども、先ほど仰られた通り高校生とか 20

歳前後の変化というのが非常に大きくなっているということで、生活習慣の

乱れとかっていう点で見る場合に、どうしても高校生から 20歳までの間の年

齢というのが欠けてしまっている状態が多く今まで見られたことから、ちょ

っと対象年齢のほうを下げさせていただいてはどうかということで 18 歳か

らの項目とさせていただいております。 

 

そこはやはり先ほど委員さんからもあっているように、18 歳で酒を飲むとか

たばこを吸うというのは犯罪になるので、もちろん私たちとしては低年齢化

というのを防ぎたいという気持ちもあるんですけど、こういった正式な質問
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表の中にこれを落とし込んでいいかどうかはちょっと検討は必要かもしれま

せんね。ひょっとしたら、あなたは万引きしたことはありますかというよう

なこととよく似たところかもしれなくて、軽度な犯罪なら聞いてもいいんじ

ゃない？というふうに思ってしまうと、それはまた、そういうことを聞くな

ら 18歳の子たちこんなこと聞いているから返せないっていうと、回収率がま

たガクンと落ちたりもしますので、その辺りは調査年齢を考えたりあるいは

調査の項目を考えたり、それからやっぱり調整は必要だなというふうには思

います。ほかはいかがでしょうか。 

 

今の委員長さんの意見ですけれども、結構年配の方、逆に 25 歳以上ぐらい

30 代、40 代、50 代の方に喫煙とか飲酒をされている方に、いつからはじめ

ましたかと聞く場合には、逆に 10 代からという答えも出てくると思っていま

す。そういうふうな聞き方のほうがよろしいんじゃないかと思います。 

 

その点も含めて検討を加えましょう。ほかはいかがでしょうか。 

 

高校生のアンケートをとらない理由はなんでしょうか。 

 

高校生をとらない理由というのは、はっきりこの理由があるのでとらないと

いうことではないんですけれども、国が目標として出してきている数値とい

うのが大体小学生と中学生、成人ということで目標の数値を出しておりまし

て、その部分と対比をするために今回対象のほうを小学生、中学生、成人 18

歳以上ということで設定のほうをさせていただいております。 

 

ほかはご意見いかがでしょうか。はい、どうぞ。 

 

ＢＭＩとか測るんですかね、身長体重が必ず出てるのは。アンケートの 2 番

に身長体重が全部出ているんです。私の経験からするとこういうふうに書か

れたらこんなのは出さないでおこう、書きたくない…問題がない人はいいん

ですよ。問題がある人はこんな体重の数字は書かないでおこう、こんなのは

出さないでおこうという感じになるんで、わりと嫌なもんなんです。書きた

くないのはあまり…さっきみたいにたばこ吸いますかとか書きたくないとい

うのは、それを質問するとアンケートを回収できにくくなる。身長体重も必

要ならあれですけど、中学生なんか特にちょっと問題があるような子は絶対

に書いてくれないです。 

 

今の意見ですけれども、はっきりした数値を書くのが嫌であれば、肥満傾向、
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自分が式を書いて身長どれだけ体重どれだけあれば自分は肥満です、標準で

すという項目で選択するようにしておいてもらえたら丸つけやすいんじゃな

いですか。 

 

これは今委員さん二方の発言にありますように、身長体重の数値を何に使う

のかですね。どう評価するか。このアンケート調査の項目と例えばＢＭＩと

のクロス集計というか比較というのをしたいというならば、この身長体重が

必要だと思うんですけど、さぬき市の住民の皆さんのＢＭＩの状況というな

らば定期健診の結果であったり、あるいは学校、保健統計のデータであった

りそういったものから小学生、中学生あるいは成人の肥満傾向はどうかって

いう集団としては見ることはできると思いますね。 

 

検診結果のデータなんかは今後現状分析として使用はさせていただきたいと

思っております。今回のアンケートのほうに身長体重というのを入れさせて

いただいたのは、先ほど委員長さんが仰った通り、ここから児童の肥満傾向

であったり成人のＢＭＩで肥満度を計算して肥満度の高い方の食習慣という

のが通常どうなっているのか。例えば肥満度が低いお子さん、高いお子さん

の普段間食で食べられているものはどういう傾向があるのかということで、

ちょっとその辺りのクロス集計をとりたいということで項目として入れさせ

ていただいている分になります。 

 

ではあれですね、先ほど委員さんがあったように身長体重をそのままとか、

計算式を書いてあなたのＢＭＩはどこに入りますかみたいなのを聞くのもい

いかもしれませんね。ちょっと質問項目もまた検討がいいかなというふうに

思います。 

 

その部分についてはまた検討させていただきます。 

 

ほかはいかがでしょうか。はい。 

 

10 ページなんですけど、服部先生に教えていただいたんですけど、ご自分の

歯が何本ありますかと質問されて、私は何本かなんて数えないといけないと

思ったんですけど、かなりハードルが高い質問だと思うので何本欠けている

かとかうまく聞く方がデータとりやすいかなと思います。 

 

これは自分の歯ですよね。ブリッジとかは違うので抜髄しているやつも自分

の歯であればカウントですよね。なのでその辺りが難しいかもしれませんね。
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これも検討が必要かもしれません。簡単に言えば入れ歯が何本ありますかと

か、そういうほうが答えやすかもしれませんね。0本とか 3 本とか全部とか。

ほかはいかがでしょうか。はい、どうぞ。 

 

これもささいなことですけど 8ページの問 31。運動習慣を身につけるために

どのようなことが必要だと思いますか。必要だと思いますかとあって選択性

が場所があったら、何々たら、「あったら」って入っているんですけれども、

この問と選択肢の対応がちょっと気になりました。例えば、どのようなこと

がそれこそそのまま「あったら」いいと思いますかと問うか、もしくは必要

だと思いますかという問いだったら、場所、指導者というふうに名詞で止め

るだけで十分だと思いますが、本当にささいなことですけどそれを感じまし

た。 

 

はい、そちらについては修正のほうをさせていただきます。 

 

はい、ほかはいかがでしょうか。はい。 

 

これもささいなことですけど、問 10の 1週間でどのくらい家族と食事をしま

すかというところに、ほぼ毎日と 2 番が週 1 から 2 回で 3 番がたまにあるで

4 番がほとんどない。これは 2 番は週に 3～4回の間違いではないんでしょう

か。あとそれともう 1 つ。どのようなものを食べたり飲んだりしますかって

細かいんですけど、小学生のジュースのあとに野菜ジュースやスポーツドリ

ンクでとまっているんですね。あとのアンケートを見ていたら野菜ジュース

やスポーツドリンクを含むと書いてある。ここ含むというのが抜けている。 

 

小学生の含むはいいんですけど、食事の頻度はいかがですか。 

 

食事の頻度 2 が週 3～4 回。1～2 回ならたまにだと思います。ありがとうご

ざいます。修正いたします。 

 

ほかはいかがでしょうか。ご発言をいただいていない委員さんもいらっしゃ

るんですけどもいかがでしょうか。無理矢理あてるのもどうかなというふう

に先ほどちょっと思いましたので。もしご意見があればご発言いただけたら

というふうに思います。では 18歳以上のものも今のようなことでよろしいで

しょうか。対象者をどういうふうにしていくかということも検討があるんで

すが、これまでの 5 歳児、小学生、中学生及び 18歳以上、全部まとめてまた

もし気が付いたものがありましたらご意見いただければというふうに思いま
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す。はい、どうぞ。 

 

すこやかプラン全体の部分と 4 ページに各ライフステージ別の取り組みがい

ろいろ掲げておりますが、今回のアンケート調査でそれと逸して 5 歳児、小

学生、中学生、18 歳以上という形ですが、ここらの考え方も考え方を変えて

各ステージ別を今後展開していくわけでしょうか。大きい意味合いをちょっ

とお知らせ願ったらと思うのですが。 

 

県の第 2 次計画と同様に、申し訳ありません、ダイジェスト版のライフステ

ージごとの、このような育つ世代、学ぶ世代、巣立つ世代というようなライ

フステージの細かいステージごとは第 2 次計画のほうではもう少し幅が広が

っていて、次世代の健康、高齢者の健康というような感じで大きくざっくり

としたライフステージごとの計画になっておりますので、同じようなイメー

ジで前回よりはもう少し幅を広げたようなものでライフステージには対応し

たものというものを考えておりました。 

 

ほかにご意見等ございますでしょうか。はい、どうぞ。 

 

中学生用と 18歳以上を比較して一番最後の地域活動についてなんですけど、

中学生のところには近所の人と話をしますかとか、障がい者とか高齢者とい

うのが入るからかもしれないんですけど、こういうふうな福祉に関する質問

があるんですけど、どうして 18歳以上になったらそういう質問は含まれない

んでしょうか。 

 

中学生用については、地域福祉計画と健康増進計画とこのアンケートで一緒

にとらしてもらうということで地域活動についてというのを中学生用には入

っております。18歳からになぜ入っていないの？というのは、地域福祉計画

でまた別に何千人か抽出しまして市民の方にアンケート調査を地域福祉計画

のほうでおこなう予定なので、18 歳以上については健康増進事業計画に基づ

くアンケート調査だけ用意しております。 

 

はい、ほかにご意見等はよろしいでしょうか。 

 

生活習慣病は若い小中子ども時代、高校生ぐらいまでの習慣で大体おおかた

形成されると思うんです。そういうことで言えば、飲み物のところを全部チ

ェックしたんですけど、普通今世代は大体甘いものというかそういうものが

あふれている。大体それを親もすぐやってしまうんですけど、やっぱりお茶
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とかなんかそういう糖分のないものをどこか入れておいたほうが、非常にそ

ういうのをいろいろと真っ先に健康に注意しているなと、その部分が強く出

ると思いますね。それから全体の問題に関わるんですけど、アンケートして

意外と答えない人に問題が隠れていることが多いから、アンケートの回収率

なり、ちょっとした工夫で回収率が上がるような方策を、ここに書かれてい

ることではなくて、方法論のちょっとなんかこういう場合に回収率が悪くな

るんじゃないかっていう部分を、ちょっと今具体的に言ってもいいんですけ

ど想定してもらったらどうかなと。それから 18 歳以上、前回は 20 歳以上だ

ったということらしいんですけど 18 にしてみた。そこからもなんで高校生が

抜けているんだっていうことなんだけど、やっぱりこの生活習慣病なり将来

の肥満児というか年がいってからなんらかのダメージを受けるのは、やっぱ

り中学校ぐらいに自我が出てきて高校生になって意外と人格形成ができて、

進路の問題だ、いろんな問題があって引きこもってみたりいろんな悪さをし

てみたりという部分があるから、意外と 18 歳じゃなくて高校生の部分を入れ

る形は良かったら十分ある。ただし回収するのがやっぱり難しいんですよ。

学校っていう機関を通じれば回収できるけど、もう就職していたり学校に行

っていない人からどう回収するか。それが若干問題があってやらないのかな

と僕が勝手に推測したんですけれども。それともう 1 つは、なんだったか忘

れちゃったけど…、子供がですね、3 つぐらいあったんだけど思い出したら

また言います。 

 

はい、ありがとうございます。はい、どうぞ。 

 

今一緒に話していたんですけど、どのようなものを飲んだり食べたりします

かという 3 つまでというのがあるんですけども、ここにずっと書いているん

ですけど、特に意識して硬いものを食べさせる、硬いスルメとかそういうの

を入れたほうが、よく噛んでいいんじゃないかなと話をしたんですが。顎が

はらないで困っているんですよね、硬いものを食べていないから。だからそ

れをちょっと入れてくれたほうがいいかなと。 

 

もう 1つは、東京なんかは地下鉄、上下あるから歩くこと多いんだけど、我々

のさぬき市レベルでは何かと実際に歩く距離が短いんです。だからどこかの

項目で 1 日何メーターとか何キロとかどのぐらいの距離を歩いていると思い

ますかという、足を使って歩いているのを入れたら相当に運動量、カロリー

の消費量が見えてくるので、どこかの項目で 1 日平均何キロぐらい歩いてい

ると思うか幅でいいと思うんですけど項目はいくらか。そこはやっぱり成人

予防の要でないかなというのが感想です。それと間食の部分が大事だね。間
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食のところちょっと曖昧だと思います。だからスポーツとかって特定するん

じゃなくて、スポーツしない中学生も多いので、やはり歩くということをわ

りと気にしていますよね。大人もわりとジョギングとかスポーツ的じゃなく

てただ単に歩くと。そういうことも大人にも入れたらわかりやすいかなと。 

 

歩くことを皆さん意識しているかという辺りのところを入れておいたらいい

んじゃないかというご意見で、成人のほうの 29の設問に、最初は皆さんの歩

数を聞くというような設問も盛り込んでいたんですけれども、なかなか意識

の高い人は本当にそういうこともできるだろう… 

 

歩数では答えられないと思う。大体の感覚で 1 キロぐらいとか。歩数が 1 キ

ロ何歩ぐらいとかかるのかは全然僕も即答できないけど、だから何キロぐら

い、例えばここから駅までが何歩ぐらいとか何か平均値を出してざっくりと。

それは正確な数値は得られないけど、例えば通学でどのぐらい歩いているの

かとか大体出るのではないか。親御さんも大体見当できるのではないかと思

っているんですけどね。 

 

距離数も入れて具体的によくわかるんじゃないかというご意見だったと思う

んです。 

 

そうすると意外と歩いていないということは集約して出てくるんじゃないか

と想像したんですけど。 

 

はい。成人のほうの問 29の中で、あなたは生活の中で歩くことを意識してい

ますかという設問をしていますので、そういう具体的なものを自由に書ける

ような感じでするかということを、また検討したいと思います。あと回収率

を向上するためにいろんなほかに工夫とかないでしょうかというご質問です

けれども、 

 

小学生、中学生部分とか保育園分については学校であったり施設のほうに協

力をしていただくので、こちらの回収率のほうは非常にほぼ 100％に近い形

で回収ができると思っております。ただ郵送でアンケートのほうを実施をさ

せていただきます 18 歳以上の分、こちらのほうについては、やはりこれまで

平均的に他市町さんの分を見ていても、大体 5 割から 6 割くらいの回収率と

いうことになっています。少しでも回収率のほうを上げるためにアンケート

を発送したあとに、発送させていただいた方々全てに礼状兼督促ハガキとい

うことで、アンケートのご協力のお礼を兼ねましてもしまだ提出のほうをい
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ただいていない方がいらっしゃいましたらということで、お手紙のほうを出

させていただこうかと思っております。 

 

はい、ありがとうございます。ほかはよろしいでしょうか。はい、どうぞ。 

 

これ 7 月辺りですか、発送は。発送してから回収までの期間というのはどの

ぐらいを考えられているんですか。 

 

予定としては 20 日間ぐらいをみていたんですけれども。 

 

あまり長すぎるとあとでもいい、あとでもいいと思ってほったらかしにして

期限が終わったころに「あれ？」っていうのが結構あるんで、早いほうが書

きやすいかなと思いました。 

 

はい、ありがとうございます。いろいろとご意見いただきましてありがとう

ございます。まだほかにもご意見等が出てくるかもしれません。例えば今日

お帰りになって見てみたらここはこういうふうにしたらいいんじゃないかと

いうふうなところがお気付きになりましたら、また事務局のほうにご一報い

ただければと思います。今後、事務局並びに JMC さん並びに私委員長と共に

アンケートの項目を検討させていただければというふうに思っておりますの

でよろしくお願いいたします。では、議事をすすめさせていただきまして議

題のその 3、今後のスケジュールについて事務局から説明をお願いいたしま

す。 

 

では先ほどの資料の 14ページをご覧ください。今後は 4 回の策定委員会を予

定しております。第 2 回目は 10月にアンケート調査等の結果をご報告させて

いただき、さぬき市の課題についてご検討いただきたいと思っております。

第 3 回目は 11 月に課題に対する目標と計画素案の検討を、第 4 回目は 12 月

に計画素案の検討をしていただき 1 月にパブリックコメントを実施いたしま

す。2 月に第 5 回の策定委員会を開催させていただき、パブリックコメント

の結果報告と計画書の承認をいただけるよう進めてまいりたいと考えており

ます。 

 

はい、ありがとうございます。ただいま説明にありました今後のスケジュー

ルについて、何かご意見ご質問等ございますでしょうか。よろしいでしょう

か。ではそういうふうなところで進めさせていただければというふうに思い

ます。続きまして議題その 4 のその他について事務局から何か報告等ござい
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ますでしょうか。 

 

次回、第 2 回策定委員会を 10 月 31 日木曜日、午後 2 時より開催をしたいと

思っておりますので委員さんの皆様にはよろしくお願いを申し上げます。 

 

第 2 回が 10 月 31 日木曜日ということで、今から 3 カ月ちょっと、ほぼ 4 カ

月ぐらいですかね、あるということで、その間にこの調査を実施してその集

計結果も次回には報告いただけるということの予定だと思います。ぜひ委員

の皆様もその 31 日、日程を空けておいていただければというふうに思いま

す。では、以上で議題の検討を終わります。ご協議ありがとうございました。

その他、何か委員さんのほうでご意見等ございますでしょうか。はい、どう

ぞ。 

 

最初の第 1 回目のレジメのところにありました 7 ページの 1 人あたりの医療

費について項目がありましたけれども、さぬき市の場合は増加しているとい

うことで、歯科医師会のほうで統計をとりましたところ自分のお口の中に残

っている歯の数が多いほど医療費のほうが抑制されているという統計結果が

出ております。それで、その機能指数を残すためにはやはり歯周病の関係が

今一番クローズアップされています。歯周病に関しましてはそれに関係する

糖尿病、喫煙等々の関連も最近よく言われております。糖尿病のほうも改善

されたら歯周病のほうも改善される、両方改善されなければいいほうに進ま

ないというふうなこともあるそうですので、そういうところも踏まえて今後

また市民の皆さん方にも周知していただけたらと思います。 

 

はい、ありがとうございました。では、ほかに委員の皆さんから何かご意見

等ございますでしょうか。ないようですので、以上で本日の会議を終了いた

します。どうもお疲れ様でございました。ありがとうございました。 

 

皆様どうもありがとうございました。長時間、誠にありがとうございます。

沢山のご意見、またいろいろご協議いただきましたことを少しでも反映でき

るように、また事務局等々で協議させていただきたいと思います。本日は本

当にありがとうございました。 

 

＜ 閉 会 ＞15 時 50 分 

 


